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1. キャンパスアジアプログラムに参加した動機  

動機として、まず、キャンパスアジアプログラムが学生として海外で研究できる最後のチ

ャンスだと思いました。日常と研究の使用言語である日本語に対する抵抗がなかったのも、

一つの理由でした。また〈大阪〉という新しい場所で、研究室生活ができる点もとても魅力

的でした。こうした経験は、私自身を一人の専門家のみならず、どこでも活動できるオール

ラウンドプレーヤーとして、自己成長ができると思いました。大阪大学での学びをもとに日

韓、ひいては東アジアの医学研究においての架け橋的存在になりたいです（図①）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 派遣先での学習   

医の倫理と公共政策学教室で、最初の半年は、毎週ある教室セミナーと研究倫理に関する

シンポジウムなどで基礎の勉強や現場での学びを積んできました（図②）。今年からは、研

究プロジェクトにも参加しております。ここで私は、二つの柱にガバナンスの視点でアプロ

①大学にて行われた、キャンパスアジアプログラム 

同窓会でのセッション（2020年 1月） 



ーチを試みようとしています。その一つは、

ヘルスケア領域において AI に関する研究開

発、実装、利活用などを同定し、どのような

レベルまでに来ているのかに関し、スコーピ

ングレビューという科学的文献調査の手法

による現状分析をすることです。もう一つ

は、スコーピングレビューの結果をもとに、

患者をはじめ、医師、看護師、医療提供者、

医学研究者、医薬器の開発者に至るまでのヘ

ルスケアにおけるさまざまなステークホル

ダーを対象に行う半構造化インタビューで

す。そもそも医療における AI に興味をもっ

たきっかけとしては、昨年、東京で開催され

た AI ホスピタルのシンポジウムに参加して

からです。そこで、人工知能が現場に実装し

ているものの、この導入が実のニーズに基づ

くものであるかどうかを調査する必要があ

ると思いました。この研究を通し、医療政策

のためのガバナンスの視点からの提言、そし

て結果を市民・患者参画型の仕組みにするこ

とを目論んでおります。 

 

 

3. 派遣先での生活において、よかったことや大変だったこと  

楽しい毎日です（図③、④、⑤）。生

活の面においても、研究の面において

も、何不自由なくやっております。こ

れも、キャンパスアジアプログラムや

研究室の方々の手厚いご支援、ご協力

があってのものです。本当に感謝に思

っております。ありがとうございま

す。ただ、滞在の時期が悔しくも現在

進行形のパンデミックでしたので、大

阪で経験できるものが限定的になっ

ていたのが大変でした。けれども、ち

ゃんと「三密」を守るなり、学校側か ③豊中キャンパスの学寮からの眺め 

②吹田キャンパスの研究室にて 



らの適切な対応があったため、通常通り、留学生活にまい進しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④カップヌードルミュージアム 

（2019 年 12 月） 

 

 

4. その他参加を検討している学生に伝えたいことなど 

私は、長期プログラムに参加しておりますが、実際、留学するまで約１年間の準備期間が

必要でした。ホーム大学と派遣先大学のキャンパスアジアの事務局の方々に、かなりの頻度

でご相談にのっていただきました。両研究室の指導教授の方々にも、ご協力たくさんござい

ました。事実、博士課程に在籍しながら、海外でもう一つの領域を専攻する機会はなかなか

ないと思います。キャンパスアジアプログラムは、あなた次第です。このプログラムは、研

究者として成長でき、見聞を深め、海外の同僚研究者に出会えるごくまれなチャンスですの

で是非ご検討ください。私でよろしければ、ご相談にのります。 

⑤中崎町にて（2019 年 12 月）


